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を継続中である（佐々木ら 2019; 蟬塚 2019; 蟬塚
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21 世紀研究機構 2019: 130-153）。次に、黒﨑（2019: 
231-233）が取り上げている、東京ときわ松町会と
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矢野ら2017 無 山鉾巡行景観復原 地域振興
河角ら2017 無 景観意義の解明 地域景観の維持
板谷ら2015 有 被災前渡御復原 祭礼復興支援
板谷ら2017 有 被災前渡御復原 祭礼復興支援
谷端ら2018 有 被災前後の渡御経路比較 祭礼復興支援
蟬塚ら2019 有 被災前後の巡行経路比較 祭礼継承
蟬塚2021 有 被災前後の祭礼景観の比較 災害継承
表 1 祭礼を対象とした「記憶地図」の先行研究と本研究の目的 
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査を行った。2019 年 3 月 25 日には GIS による例
祭の巡行ルートに関する分析結果を 3 組織のメン
バーへ報告すると共に、聞き取り調査を行った。
2020 年 9 月 30 日～10 月 2 日にかけては、住民に
神社周辺の制作途上の「記憶地図」を示しながら
聞き取り調査を行った。被調査者の人数は、同一
人物を除き計 58 人である。 
GIS に関しては、Esri 社の ArcMap（10.8）を使
用した。各図の作成方法に関して述べる。図 1 の
地図は、国土地理院の電子国土基本図（地図情報）
を用いた。図 2 の地図は、政府統計の総合窓口 e-
Stat の「境界データ奥尻郡奥尻町」に、奥尻町提供
の「行政区別集計表（2019 年 10 月 31 日集計）」の
人口データを比例シンボルで表した。図 3-a～d の
縮尺は 1/6500 である。図 3-a～c の地図は、国土地
理院発行の旧版地形図 1/25000「青苗」（1973 年測







1/8000 であり、字の境界に関しては図 2 同様に「境
界データ奥尻郡奥尻町」を用いた。図 4-a の写真
は、国土地理院の空中写真（1976 年 CHO7616-C5-
16）を図 3-a～c 同様に GIS データ化し、図 4-b の
写真は、国土地理院の電子国土基本図（オルソ画
像）を用いた。図 5-a,b の縮尺は 1/1000 である。図
5-a の地図は、奥尻町青苗支所提供の 1987 年の住
宅地図を図 3-a～c 同様に GIS データ化した後 GIS
のエディター機能を用いて建築物や道路をトレー
スした。図 5-b の地図は、『ゼンリン住宅地図 北










海成段丘は標高 500m 超の神威山をはじめ 11 面に
区分されている 7)。2019 年の奥尻島全体の人口は
2,470 人、世帯数は 1,406 世帯である 8)。最も多く
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震災直前の 1989（平成元）年には小学校 5 校、中
学校 2 校、高校 1 校が存在していたが（奥尻町役
場 2003: 437）、現在は小学校が青苗地区に 1 校、

























1985: 598-601; 奥尻町役場 1996: 210）（図 3）。青
苗地区東側の低地下位面には、住宅密集地が広が
っていたことから、震災時に津波による大きな被
害を受けた（日下 2007: 31）。 
青苗地区の人口は 855 人、世帯数 486 世帯であ
り 11)、島内で最も多くの人口を有している。震災
時は、死者 87 人、行方不明者 20 人、住宅の全半
壊戸数 342 戸であり、死者及び行方不明者数の割
合は、島内で最多の約 61％を占めた（奥尻町役場 
1996: 210-213）。字青苗の人口は 1993 年から 1997
年にかけて約 26％減少しているが、隣接する字の 
図 1 北海道全域における奥尻島の位置 
（電子国土基本図 地図情報：国土地理院） 
図 2 奥尻島全域と人口 10) 
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図 3 青苗地区の変容 
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人口は増加しており、住民が他字に移転したこと
がわかる 12)（蟬塚ら 2019: 168）。地区の主要産業
は水産業であったが、震災後に漁業従事者が
14.7％減少した（安藤ら 1996: 17）。 























ている（明上 2003: 349）。 
最も新しい d の地図には、青苗漁港区域内に





















の例祭の日程は毎年 8 月 12～14 日であり、12 日
（宵宮祭）と 13 日（本祭）には社殿で神事が行わ





神輿）3 台、山車 2 台（恵比須山、船魂山）といっ
















更し、10 月 6 日には本殿遷座祭が行われた。その
後、1998 年に奥尻町が完全復興宣言を行ったこと 
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協力で、1998 年に 1 台（恵比須山）のみ制作され
a b 
図 4 震災前後の例祭に関する変化の比較 16) 
図 5 震災前後の神社参道周辺の変化 
 
a b 
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に向かって一直線に伸びていた参道が約 3 分の 1
に縮小した。住民からは、「震災前には鳥居が 2 基
あった」17) や「神社の参道にある鳥居は、本通り













図 6 震災以前の鳥居（奥尻町教育委員会提供） 
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までの間で 7 回、1 つ目の鳥居から 2 つ目の鳥居
までの間で 5 回、2 つ目の鳥居から神社社殿まで
の間で 3 回往復するものであった。しかし、震災



























































図 7 神輿の彫刻（佐々木理子撮影） 
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対 象 観光客中心 地元住民中心
目 的 震災の伝承 地元住民の年中行事
特 徴 震災の悲劇性 日常的生活文化・娯楽性
災 害 描 写 教訓調 限定的
課 題 継続性 震災を伝える要素が弱い
表 2 震災情報を伝える 2つの媒体の比較 
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1) 青苗地区は、奥尻町の行政区である青苗 1 区
～8 区を指す。 
2) A 氏／男性／60 代／特殊公務員／恵比須山協
賛会・氏子総代 
3) B 氏／男性／70 代／―／元氏子総代 
4) C 氏／男性／70 代／小売業／青苗みこし保存
会・氏子総代 
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5) B 氏／男性／70 代／―／元氏子総代 
6) 福井フェニックスまつり公式ホームページ ht




る（日下 2007: 30）。 
8) 奥尻町提供の「行政区別集計表（2019 年 10 月
31 日作成）」より。 
9) 奥尻町提供の年齢性別データ（2019 年 6 月末
集計）より。  
10) 奥尻町提供の「行政区別集計表（2019 年 10 月
31 日作成）」より。 
















190711_00003.html（2020 年 9 月 30 日閲覧） 




9336582e77（25／27）（2020 年 10 月 10 日閲
覧） 
17) D 氏／男性／70 代／―／青苗みこし保存会 
18) E 氏／男性／60 代／―／青苗みこし保存会・
氏子総代 
19) A 氏／男性／60 代／特殊公務員／恵比須山協
賛会・氏子総代 
20) C 氏／男性／70 代／小売業／青苗みこし保存
会・氏子総代 
21) D 氏／男性／70 代／―／青苗みこし保存会 
22) F 氏／男性／60 代／―／氏子総代 
23) D 氏／男性／70 代／―／青苗みこし保存会 
24) C 氏／男性／70 代／小売業／青苗みこし保存
会・氏子総代 
25) G 氏／男性／40 代／公務員／行列 
26) H 氏／女性／―／小売業／― 
27) I 氏／男性／60 代／―／― 
28) J 氏／男性／60 代／―／青苗みこし保存会 
29) 朝日新聞記事データベース「浅草寺 ご縁あっ
て「扁額」新調」2019 年 4 月 27 日夕刊 007 ペ
ージ 
30) 日経新聞オンラインデータベース「北海道南
西沖地震 20 年 奥尻、教訓を胸に避難訓練」


















Semizuka, S. 2021. Memory Maps 
14 地域生活学研究 第 12 号（2021 年）pp. 1-15 
 
大月書店、東京、30-54. 




板谷 直子（牛谷 直子）、中谷 友樹、前田 一馬、















河角 直美、板谷 直子、中谷 友樹、佐藤 弘隆、谷
崎 友紀、前田 一馬 2017「記憶地図から読む地
域の景観の歴史―仁和寺門前地域を例に―」『ラ
ンドスケープ研究』81(1): 22-25. 
















蟬塚 咲衣 2020「2019 年の青苗言代主神社例祭の
現状とこれから」『北海学園大学学芸員課程学事
報告書』32: 34-45. 































三好 眞澄、太田 陽子、澤 祥、今泉 俊文、鹿島 
Semizuka, S. 2021. Memory Maps 
15 地域生活学研究 第 12 号（2021 年）pp. 1-15 
 
薫 1985「北海道奥尻島の完新世海成段丘」『地理
学評論 Ser.A』58(9): 596-608. 
矢野 桂司、佐藤 弘隆、河角 直美 2017「市民参加






（投稿: 2020. 10. 14） 
（受理: 2021. 02. 02） 
